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報 告 

「ウクライナ情勢の深層を読み解く」 

國谷光司（㈲ケイ・アイ・エス・コーポレーション 代表取締役） 
 

「危機のウクライナに成長産業の萌芽を探す」 

服部倫卓（ロシアNIS経済研究所 調査部長） 
  

日 時 4月20日（水） 14:00～16:00 

  

場 所 ロシアNIS貿易会会議室（東京都中央区新川1-2-12 金山ビル5F） 

  

参 加 資 格 
ロシアNIS貿易会の会員企業 

大口会員：3名様まで 正会員：2名様まで 準会員：1名様まで 
  

参 加 費 無料（先着35名様） 

  

お問い合わせ先 
Tel：（03）3551-6218 Fax：（03）3555-1052 

担当：鳴沢、大渡 

 ロシアNIS貿易会では4月20日（水）に、「政変から２年、ウクライナはどこに向かうか」と題する報告会

を開催することになりましたので、ご案内申し上げます。 

 ウクライナでは2014年2月に「ユーロマイダン革命」と呼ばれる政変が発生し、親欧米的とされるポロシ

ェンコ政権が成立しました。EUとの連合協定が結ばれ、欧州統合に軸足を置いた構造改革が進むこと

が期待されました。しかし、ドンバス紛争およびロシアとの対立関係が続いている上に、ウクライナ国内

では腐敗体質が根絶されず、ここに来て連立与党内の亀裂も露呈、経済的にも厳しい局面が続いてい

ます。ウクライナの混迷は、同国におけるビジネスの落ち込みに直結しているだけでなく、国際的にも大

きなリスク要因となっています。今般ポロシェンコ大統領が来日したことは、二国間関係の上で重要なイ

ベントとなりましたが、今後ウクライナとの関係を深めていく上でも、まずは同国の情勢を慎重に見極め

る必要がありそうです。 

 そこで今回の月例報告会では、ウクライナ情勢にお詳しい㈲ケイ・アイ・エス・コーポレーションの國谷

光司さんを講師にお招きし、ウクライナ政治・経済情勢の深層を読み解いていただきます。また、ロシア

NIS経済研究所の服部倫卓より、統計等を手がかりに産業の動向を探る報告をさせていただきます。 

 参加をご希望の方は、別添の参加申込書にご記入の上、Eメール（seminar@rotobo.or.jp）またはFaxに

てお申し込みください。ご参加は、大口会員：3名様まで、正会員：2名様まで、準会員：1名様までとさせ

ていただき、それを超えた場合には社内で調整していただくことがございますので、あらかじめご了承く

ださい。お申し込みは先着順で、定員（35名様）に達し次第締め切らせていただきます。 

報告会のご案内



（別添） 

一般社団法人ロシアNIS貿易会 

ロシアNIS経済研究所 宛て （担当：鳴沢、大渡） 

FAX：03-3555-1052 / E-mail：seminar@rotobo.or.jp 

 

ROTOBO月例報告会 

｢政変から２年、ウクライナはどこに向かうか｣ 
 

日時：4月20日（水） 14:00～16:00 

場所：ロシアNIS貿易会 会議室 

参 加 申 込 書 
 

(1)申込者氏名  

(2)勤務先名称  

(3)所属部署  

(4)役職  

(5)勤務先TEL  

(6)E-mail  

 

ロシアNIS貿易会 地図 

 
最寄駅：地下鉄東西線または日比谷線の茅場町駅 


